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知識 ･技能を活用するアイデアを育てる算数の授業
一学習の転移力の視点で授業を見直す-
福 田 博 雅*
研 究 の 要 約 -
現行の学習指導要領の算数科の目標には｢進んで生活や学習に活用しようとする態度を
育てる｣と招かれているOこれには､国内外の各種アセスメントから我が国の児塵が r思
考力 ･判断力 ･表現力等を問う問題､知織 ･技能を活用する問題に鈍磨がある｣ことを指
摘されているという背巌があるDしかし､このことは策数科として新しい課題ではない｡
前回の学習指導要領の目標にも ｢進んで生活に活用しようとする鰻度を育てる｣とあるこ
とからもそれが分かる｡｢生階｣には学習の場も含まれると補説されたが十分に意識され
なかった｡学校教育で中心となるのは授業であり学習である｡活用する力を算数科の授業
でどのように育てるか､これが喫緊の朕超である｡学んだことを活用できるようにするに
は､学習の転移を生じさせる必要がある｡そのためには､知職 ･技能を活用するためのア
イデアを育てることが塵要であると考え､そのための授業をどのようにテザインすればよ
いかを健案する｡
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1 第教科の目標と活用力
現行の学習指導要領の算数科の目標は ｢算数
的活動を通して,数畠や図形についての基礎的
･基本的な知識及び技能を身に付け,日常の事
故について見通しをもち筋道を立てて考え,衣
現する能力を育てるとともに,算数的活動の楽
しさや数理的な処理のよさに気付き,進んで生
活や学習に活用しようとする態度を育てるJ(ア
ンダーラインは筆者)であり､ ｢活用｣が明示さ
れている｡
これには､国内外の各種アセスメントから我
が国の児塵が r思考力 ･判断力 ･衷現力等を問
う間越､知織 .技能を桔用する関越に秩越があ
るJことを指摘されているという皆既があるか
らであるOしかし､このことは節数科として決
して新しい課越ではない｡前Ldの学習指導要領
の目標の文末にも ｢進んで生活に活用しようと
する態度を育てる｣とあることからもそれが分
かるOこのときの活用する場は ｢生活｣であっ
た｡ ｢生活｣とは､日頃の暮らしである｡算数
の学習を日頃の生略で生かすことは節数を学ぶ
*岡山大学大学院教育学研究科
重要な目標ではあるが､そのための授業はどう
あるべきかをもっと突き許めて考えられなけれ
ばならなかったo ｢生活｣について､文科省は
｢生活｣には学習(授業)の場も含まれると補祝
した｡しかし､明文化されていないことの慮図
は十分に伝わらない｡学校教育でlP心となるの
は授業という学習の場であるにもかかわらず､
授業は旧態依然として変わらなかったのであ
るOそれにより､各種アセスメントで明らかな
ように基礎的 ･基本的な如拙 ･技能を身につけ
ることには効果があったが､活用力を育てるこ
とにつながらない授業となったCこのことは､
先行学習では後続学習で必要となる加減やスキ
ルを教授する必要がある(Kユ<lUSrnelet,1985)と
いう考えにより､転移の;姑礎となる知織 .技健
の ドリル学習や反復練習が強調された古い授貰
観が根強く嫌っていることも一つの要因と考え
られる｡授業で､基礎的 ･基本的な知識 ･技能
を身につけさせて練習間越を解かせておけば活
用できるようになるという考えで授業を行って
いたと考えられる(.しかし､その後の転移研究
では､反復練習を行うのは特に盛要な知粍 ･技
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髄だけに限り､それよりはむしろ早朝占~のもっ
ている特性､例えげ注意力､問題解決能力､創
造ノ)､既有知識､方略などの要関を重視すべき
だと考えられる(SlgleyandAndersonL989)よ
うになった.それでも､活用^を十分に育てる
ことかできなかったのは､こういった考えをど
の上)に授業実践に結びつけれげ上いのかが明
確(~されてし､ないからだと考えろ｡そのため､
粧有の知識 ･ほ律をニ0)ように用いれば新しい
加減 ･技能を見つけることができると方略U)描
とんどJP_てを教師が与える知識伝達型の授業
や､学習誠臓を設定しても何をどのように砥用
させればよいかを分析せず､十とt)任せL/)活動
をさせた結果､収集がつかなくなり)(主掛 ま教師
か説明してしまう授業が多く行われている｡こ
れでは､学鞘の虹鯵など起こりようが/山､Oこ
のようなこれまでの持薬を改差していくことが
故地であり､そのための方策を考え､促案して
いきたい｡
2 活用力について
(1)活用力の捉え方
､トJR18q三2月LtJ央教育'群議会席遜経過雑件
に次のとうな記述がある㌣
知識･技能a)習得と考える力の育FJ父との関係
を明確にする必要があるUよず､牡鹿礎的 .塞
本的な知識･技能を確実に定番させろことを基
本とするり′2)こうした理解･花着を掛潜として､
加減･技能を賀際に活用する力の青J父を並祝す
ろ さらに､③二の活用する力を基礎として､
失際にaJRL出を探究する活動を行うことで､白ら
学びIr.[ら考える力を高めることが必要である｡
これJ)は､托して一つの方向で進むだけではな
く､相瓦に問適しあって力を伸ばしていくもの
と考えられる｡知識
Lたり､探究的な活動が知識 ･技能の定着や活
用を促進したりすることにも留意する必要が
ある･こうして
能を活用するという過程を位距付け重視して
いくことで､知識･技能の習得と楢川､活用f型.里
の思考や活動と探究型の思考や活動との関操
を明確にし､子どもの裾連などに応じて､これ
ド)を仙乗的に育成することができるよう検討
を進めている｡ (下線は聴音)
このLいて塵要/L･ことは､ ｢留鮎と探究とのr7日
に､知識 ･技能を砧用するという過程射1_芯イT
け｣その過程においては ｢知識 ･技能の理解 ･
定石を基礎として､如拙 ･技能を実際に清川す
るjJを育成IJる ことだとい -)こyてCT)る｡こ
れは､既有の知識 ･技能を括JlJナろことで未知
の知識を創り目す原動力となる思考ノ｣･判断力
･f<現ノ)を育てることを意味している TLJ一用力
の位置づけをはっきりさせ､その'LJで育てろべ
き於質 ･能力を明麻にするた糾 二､･l吠 教育市
議会経過報告から r習得･ ｢活用｣｢探究｣の
[兇係を祐本形としてii純化してみたのが次U)[対
である,実際の授業では､このようにシンプル
な閲係ではなく､その状況に応じて相h_に1lrき
漉しながら次節にIiJま/)ていくとY,'えられる,.
このようにみると､tLT;･FRノブとは思F,'Jj･判断
ノ)･i'(呪力を意I):していることが明確になるか､
それらを育てろためには F･どもlLlらが知音識･扶
植を細り返L7;･川する場をきちんとlnkr'申してい
かなければならないことはいうよで手､ない｡
(2)知織 ･技能の活用について危悦されること
加職･技能を活用することいついては､ ｢1
算数科())目標と紙用力｣でも述べたようにこれ
までは､反'&純朴 二より習得させた知純 ･技能
を活用させようという韓想が根強かった｡二の
発想の転換を[;1らなければならない｡そのため
のキーワー ドと考えJ･.れるのは､組曲糊料 二i)
使われている ｢知識 ･技能の理解｣という文言
であるJ知識 ･技能は坪解されて鞘得されなけ
れば､子どt,自らV)活用につながらない 所謂
ヒりよい瀬得かなされなければならないという
ことである_これは､ 1時間1岬問Jの授瀧にお
ける知識 ･技能の習得は､既習の知識 ･技能の
活用を適して見出された知識 ･技能でなければ
/Lらないということである(,
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･†';成18年の審議経過報告のキーワー ドuj1
つと考えている ｢知絶 ･技能の理解｣という文
言は.以下に,示す平成20年3月に幣示された
小 ･中学校学習指導蟹細 r教育此程鯨戒の-般
方針｣｢1教育課程編成の原則｣では使われて
いない｡
l~~~~~-~~~-~~-~-~~~-~~ー~~~~-~~~~~~一一~~~~--1
: 学校の教育活動を進めるに当たっては, ;
;各学校において,児電 (生徒)に生きる力 :l
‡をはぐくむことを目指し･- (中略) .輿
:礎的 ･鹿本的な知鹿及び技能を確実に智柑 :
:させ,これらを活用して銀地を解決するた :
:めに必要な思考九 判断九 表現力その他 :l I
この能力をはぐくむとともに,主体的に芋粥 :I I
;に取り組む態度を養い.個性を生かす教育 :l I
:の充実に努めなければならない｡ :l l
: (F線は頚骨) :し_-I_一一I________-______-_-____一一__一一____l
経過紬TIO)r加流 ･技能の理解と定茄を塵礎と
土工､それらをは用する｣という表現は､学習
指串管領では r知識 ･技能の確英に潜得させ､
これらを活用するlと記されているのである
｢確実な刊得 ｣を､これまでと同様に埠なる反
復練習で習得させると解されると信用力育成は
今回もスローガン倒れとなる恐れがある｡これ
を滋付けるようにペネ･ソセ教育総合研究所が7-I
Jlた r第5阿',Y-･習指導基本調虐(2010)｣による
次のような結果が公表されている｡
O｢自発的に学習する意欲や習慣を身につけさ
せること｣より ｢たとえ強制してでもとにか
く学習させること｣を慮視する｡
くつ ｢子どもが持っていろ可能性が榊花するのを
支援す7J｣より ｢-人前の人人になるために
必要なことを教え､訓練することJを頚鞄す
る｡
いずれt)､小 ･中学校の教出u)意識としてそ
の傾向が年 強々まっている､というのである｡
ワーク形式の聞願に終始する r習得｣理の授賃
が､今後ますます増えるのでけないかと危恨さ
れるところである
werthelmCLr(1959)は､ ｢転移は学習鵬 U,)内
解や問題解決o)手順を記憶することによって生
じるのではなく､課越をよく理解しながら乍舛
することによって生 じる｣ とし､その後､
uransfordandStein(1993)も､理解を伴う学習
の弔資性を明確に説いているCこのことを教師
はこれまで以上に心して授業を的lJRL､実践し
ていかなければ知識 ･技能を活用する力を育て
ることはできない｡
3 知珊 ･技能を活用するアイデアの必要性
活用力を育てるためには､既有の知瓜 ･技能
を活用して未知の知鼓を創 り出す機会を数多く
つくるしかないことは既に述べた｡では､どう
すれば知識 ･技能は活用されるのだろうか｡ も
ず､その知織 .技能は理解され習得さjl,た知和
･技能でなければならないことにも触れた.そ
u)知縄 ･技1Jbl:を習得する学習過程､それは別の
見方をすれば､習得した知識 ･抜髄を活用する
学習過程でもあろ(下凶参照)｡そa)過柑 こ.おい
て､最も鹿賀なことは知純 ･技経を活用するた
めのアイデアが麗要な役口をt)つているとい:)
ことであるo活用すべき知織 ･技能は習得 し て
いても.どう沌用してよいのか分からなければ
意味が如 ､｡そこに活用するためのアイデアが
必要となるのである｡詳しくは､次項で述べる
が､知織 ･技能と合わせてそのアイデアも分析
的に･考え､核となる知放 ･技能をTil.用てきるJ=
うに長いスパンを見通して授業をしっかりと構
想していくことが人切である｡
BraJISford(1998)は､｢既有の知識に益づいて
新しい知純の獲得がなされることを仮定する柵
戒も適者たちの学習理論には､ "いかに教える
べきが'という教授法の間越には注意を払わず
に､ひたすら生徒たちI`1身で知識を構成させる
べきという共通の誤概念が存在するc数BlJ'は既
有知託に注意を払いながら､必要に応 じて指針
を与える説明をすべきであるJと指摘している..
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子どもサイ ドの知織の見つけ方を虚視しながら
も､どんな知織 ･技能をどのようなアイデアを
使って活用すれば､新たな知識 ･技能を十ども
自身で見出すことができるのか教師の方略を明
確にしておく必要があるのであるC
4 知識 ･技能を活用する算数の授業
(1)知識 ･技能を活用するとは
十ども自らが､新しい知識 .技能を見出すこ
とができるようにす
るには､既習の知識
･技能を活用する必
要があるO
例えば､第5学年
で初めて図①のよう
な三角形の求価場面
に直面した際には､
図②のように二角形
を長-)J形の半分と観
たり､阿③U)ように
長方形に等槻変形し
たりすれば､既習の
長方形の求積公式を
∠
EZKD
rAJa)
活用することができる｡このとき､ ｢縦×横j
技能である｡
(2)知識 ･技能を活用するには
このように既習の知軌･技能を砥用するには､
活用できるようにするアイデアが必要である｡
図①のような三角形を樫不して求稲の仕方を考
えるように促したからといって､このままでは
三角形を長方形の半分と観て求和したり､三角
形を長方形に等稲変形して求稲したりすること
はできない｡長方形の北柏公式を記憶している
だけでは活用することはできないのである｡活
用できるようにするためには､図①のような一
般三角形を扱う前に､図壇)のような直角二別珍
の求櫛の仕方をしっかりと考えさせる必要があ
るC図形感覚がある程度あり､様々な求柿公式
を学習してきた者か
らみれば､容易に考
えられると思われが
ちだが､初めて直角
三角形の求横に直面
する子どもにとって
はそうではない｡既
----- - -
tR)百1
背の長方形なら求積できること､そのために図
形をどう観れば活用できるかを子どもにじっく
りと考えさせる指導が必要であるoBransford
らも述べているように､基本的な概念を稗解す
るためには､時間をかける必要があるO短時間
では教材を体系化する原理を十分理解できない
まま､単に羅列的な
事実の丸暗記をする
ことになり､転移は
生 じないからであ
る｡この学習を通し
て図⑤のように直角
三角形は長方形の半 槻⑤
分だと観たり､囲⑥
のようにl自_角二角形の 部を剛転移勅させて艮
方形に等杓変形した
りすることをしっか
りと意織づけするこ
とができれば､一般
三角形において図②
や図③のようにその
アイデアを生かした 風⑥
考え方ができるようになると考えるのである｡
Bruner(1963)は､ ｢前の学習が後の学習をよ
り能率的にやらせる道は原理や態度の転移と呼
ばれているものを通ることである.,それは､一
つに ･舷的な観念を学習することであって､そ
の 一般的な観念は､その後に出てくる問題を最
初に･#得した観念の特殊な吐T-例として認識する
ための基礎として使用できるものである｣とい
っているG未習の図形の求糊は既習の図形に帰
着させれば考えられるというアイデアと､それ
を実行しようとする健度こそ､知純 ･技能を活
用する鍵になると考える0
5 知識 ･技能を活用するアイデアを育てる算
数の投薬
(1)知織 ･技能を活用する授業のパターン
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知識 ･技能を活用できるようにする授羊を考
えるとき､1時間1時間の授薬を細切れで考え
ていてはその目的を達成することはできない｡
Brunerは､ ｢教科の秋程はその教科の構造をつ
くりあげている根底にある原理について得られ
る痕も基本的な理解によって決定されなければ
ならない｣｢特殊な極目や技能を､ある知俄の
領域のより包括的な基本構造の中でそれらが占
める文脈上の位置づげを明らかにして教える｣
｢知恵を獲得しても､それを相互に結合するだ
けの十分な構造をもたなければ､その知恵は忘
れられる｣など述べている｡このことは ｢既習
の知識 ･技能を活用すれば未習の知弦を創り出
すことができる｣という算数科の根底にある原
理は､少なくとも単元レベルで構想する必要が
あると考えられる｡実際の授業で考えてみると
知識 ･技能を指用し､新たな知敢 ･技能を見LJi
していく授業のパターンは3通りが考えられ
る｡
①同一単元内での活用
下図の第α学年単元 ｢A｣のように､1つの
単元の中で既習の知取 ･技健を活用して新たな
知稚 ･技能を見出していく場合O
翫学年紺AJ
例えば､第4学年 ｢小数の乗法 ･除法｣の単
元では､乗法の第1時に0.2×4のような純′｣＼数
の計算の仕方を次のように考える｡
｢単位小数01をもとに考える｣
0,2･.･01が2こ
0.2×4･･･0.1が(2×4)こ
0,2×4-08
第2時で 2.3×6のような帯小数の計罪の仕
方を考えるときは､第1時の ｢単位小数 01を
もとに考える｣というアイデアを生かせば 2,3
×6は0,1が(23×6)二で 13,8と同じように計
界できるという授業パターンであるB
②同一学年異単元間での活用
下図の第α学年単元 ｢BJ ｢C｣のように､
まず､単元 ｢B｣で新しい知織 ･技能を見出す
ために活用したアイデアを､単元 ｢C｣で生か
してまた新たな知和･技能を見出していく場合O
脚単元r8j 摘 単元rCJ
紺 招･紺 紺 紺 ･･
例えば､第3学年 ｢乗法の筆葬｣は乗数が1
桁の場合と乗数が2桁の場合の2つに単元を分
けて学習させる｡楚罪の原理に気づかせるため､
乗数が1桁の勘合は 12×4などの計算の仕方
を､乗数が2桁の場合は23×30などの計算の仕
方を考えさせることから導入し､肇諦形式につ
ないでいく｡いずれの計節も既習の乗法九九を
活用できるようにするためには､ 卜進記数法と
いうアイデアを使って12×3は10×3+2×3と､
23×30は (23×10)×3などと考えればよいと
いう授業パターンである｡
所用といえば同領域の関連に目が向きがち
になるが異額域に於いて車,生かせるアイデアが
同じである場合があることに注意を払う必要が
あるO
例えば､第5学年の ｢図形｣領域にある ｢図
形の角｣の単元と ｢瓜と測定J領域にある ｢面
相｣の単元がそれである｡ r匡1形の角｣におい
て､四角形の内角の和を求めるには､三角形の
内角の和を使うことができるように三角形2つ
に分けて考える. ｢南朝｣で四角形の血相を求
めるときも同様である｡三角形の求租公式を使
うことができるように三角形2つに分けて考え
るのである｡このように､それぞれの学習場面
で末習の図形の見方を既習の図形の見方を使っ
て考えるというアイデアT,i同じであり､それを
偉.かすことができるという授某パターンであ
る｡実は､このアイデアは同一学年輿単元の｢合
同な図形｣における四角形の作図の場所にも深
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い関連があろ｡回しZ)のように二角形の作匝】方法
をT占月lうれげ四
fltJrf子1作r<Jでき
ることがその経
の知爪 ･技能の
ftT.JTJにつながる
こと与･混沌して
おくことt)Iri蜜
であるO二のこ
とから､同 学咋異単元でU)活用は場合によっ
てJ,-t下図U)とうな 3つ0)蝉ノ 亡になることL)考え
I)才1′ろ｡
紺年単元rBJ 第桝単軌 第朗単元｢DJ
紺 W ･‖摘 絹 業針 目 紺 LI,
③ 異学年での活用
下図の第(t学年単元 ｢E｣と､関連u)ある第
α1-1学年単ノ亡｢F｣のように学年をまたいで
生かし新r=な知織 ･技能を見出していく場合.
摘 翫 rEJ 糾 1学 年 翻
!1* 紺 ･･ i n* i l* 招 ･
的 中 ･ ヰ
例えげ､第 2学年 r,)n法 ･滅法0-71-算｣では,
52-65などの頂等は の位からJImに既習の加
法U)al･芥の仕方を信用して計詳 し.､lつの位の
数が 10を越えたときは上の位に 1繰 り上げる
という十巡位取 り記数法とい うアイデアを使っ
て計算する｡ これを受けて第 3学年の ｢加法 ･
減法u)頂罪｣で桁数が増えて 711+423のような
唱節も､次の岡のように知識 .技能を析用する
アイデアは2学年の筆算と同じ卜進位取 り記放
法J)原唯である｡
事2学年r加法の事JF｣
十 育の 十め の
也
白
日日頂
*3学年r加法のtr｣千め育の十めの也付位u
野a包
十 良 E) 日
6 知織 ･技能を活用するアイデアを育てる算
数の授業ポイン ト
(1) 知孤 ･技能及びそれを活用するためのア
イデアを明確にする
知純 ･技能を信用するための-)'イデア`を育て
るには､前述 Lた授業ハターンに照 らしtt･がら､
どんな知識 ･技能を活用するのか､また､それ
らを活用するために必要なアイデアは何かを牡
元内或いは関連単フC間で明確にしておく必･a･:が
ある,これは､柁菜/くターンを説明する際にも
例を挙げてきたので､ここでは単JLの 一例から
概略を述べて授業/くタ-ンの団に構想を,年き込
む形で たとめておくー
例えば､第 5学年 ｢図形の角｣において､は
じめに､=.角形の内角の和は 1800であること
を帰納的に'気づかせるこその後､これを根拠に
してL坦角形や1;角形
の両ffla)和を演締約
に求めさせるO凶角
形o)槻合は､し夏l(あの
ように対PJ線ACに
より､Pq角形は ‡Jq
形2つ (ー分 け られ
る,従って､Pl.J角形の内角の和は 180×2-360
で求められるQ 丘角形の内角の和を求めるとき
も考え方は同じで図
蓬)のように⊥角形を
対角線ACとADに
より三角形 3つに分
けて考えたり､団⑳
のように対角線AD
で7i:角形を一二や1形と
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四鋸E3に分けて考
えたりできる｡こ
のように考える
と､二の1日.元での
知識 ･授権とそれ
を活用十るための
アイテアは下か(jの
ように整理するこ
とができる｡
25斡 単元｢馳0)角1
(2) 知織 ･技能を活用するためのアイデアを
意鞍づける
知識 ･技能を活用するためのアイデアを育て
るには､知弛 ･技能を活用するためのアイデア
の並変性を意識づけておく必要がある｡そのア
イデアを繰り返し用いることでよさを実感でき
また使おうとするようになるからである｡
例えば､第4学年 ｢小数の乗法 ･除法｣にお
いては､0.2X4や 2.3×6のような計帯は ｢嘩
位小数0.1をもとに考える｣ことが重要なアイ
デアとなるCこのアイテアは､小数U)除法にお
いても知汲 ･技能を活用するアイデアとして有
用であるCそこで､このアイデアを意識づける
ために､ここでは2つの方法が考えらjl.る｡ 1
つは､0.2×4の計算の什方を学習した後､適応
題を提示することであ7J｡適応架削こt,2通り考
えられる｡適応越の①は､0.3×4を･liえ､0.2
×1と同じように ｢単位小数0.1をもとに考え
られるか｣を問うことである｡適応感②は､0.02
×4を与え､rどんな中位小数を伴えば考えら
れるか｣を問うことであるU文脈を超えた転移
を生じさせるためにGlrkandHolyoak(198U)に
より rある特定の噂例を課籍として与え,その
後にその判列を頓似した鎌樋を追加するJrあ
る特定の疎越を特定の文脈で学習させた後､"
i)し～だったら"と考えさせる｣方法を示して
その効果を美加二してい ろ ,もう1つの方法は ､
その後の乗法の笠罪においてi)､中位小数を意
.nさせることである｡筆算指導でアルゴリズム
だけを反復経常させるのではなく､小欲の貨芥
は軽故の繁簡と同じように計算でき､小数点を
打つ位置は中位小数が姓つになるかを考えるこ
とで決まることを繰り返し確認 しておくことで
ある,小数の筆算を単なる計算と位置づける0)
でな
く小
数の
しく
みの
理解
を深
???
??
???
??
???
?
138 13 8
整数と同じ
ように計算
するO
0 1が何二に
なるか考えて
小数点をうつ｡
める
ためのものと考え､｢単化小数の幾つ分｣U)アイ
デアをしっかり意識させておくことで､0.6÷3
のような小数の除法においても､子ども自らが
次のように整数の除法V)意味と計算の仕)7-を活
用することができるようにfLlるのである｡
r単位小数0.Iをa)とに考える｡
0.6･･･0.1が6こ
0.6÷3･･･0.1が(6÷3)こ
0.6÷3-0.2
(3)知織 ･技能を活用できるようにしたアイ
デアを振り返る
知識 ･技価を所用するためのアイデアを育て
るには､1時仰の学習の導入槻面で前咋に見目
した知識 ･技能を振り返るだけでなくそれを使
えるようにしたアイデアも｢j成させておいて､
それを使える足場をつくっておく必要がある｡
例えば､第5学年 r面械 ｣において､ひし形の
求何を行う場面で､前略までに学習した艮方形の
面河は ｢たて×よこ｣､二角形の両手かま ｢底辺×
高さ÷2｣などの図形の求手占公式を振り返って俸
認 しても､子どもの頭のHlでひし形u)求柏0)仕方
と結び′)かず､知識 ･技能の活用は雌しい｡この
均面で振り返る必要があるのは､二角形の求桜の
仕方を考えたとき､三角形は長ノテ形のLF一分と観る
というアイデアであるD団⑪のような二イ句形を擬
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′jモして､三角形
の面積は図⑫の
ように長方形の
面将の半分と考
えれば水稲でき
∠∠ 二: ゝ
O Lgl⑬
たことをFl覚さ l O
せることで､図
⑬のようなひ し
形U)l東和も子ど
LElら長方形の求積公式を活用して求領するこ
望ましいことで
あるL､この足場が不要な子どももい7J｡逆にも
つと強固な足勘を必要としている子どももいるO
-律に足場をつくることにや否もあろう, しか
し､°ickandHolyoakは､｢下がかりや援助を与
えることに上り学習の転移は羊しく促進される
場合がある と指摘 しているJ
7 教育実践に生かすために
簡敏科の授業においてチビもたちの思考力･判
断力･表現力といった活用する力をいかに育てる
かが喫緊の課越であるCそれを解決するた糾 こ多
くの研究がなされているが､なか′亡か教育現毛削こ
侵通 していかないo研究を深めれば深めるだけ至F.
論 もそれを鋭明する言炎も難 しくなっていくの
鍵は存在しないが､教育現場の多くの教師が受け
入れろことができるシンプルな理論と美践方法
を開発していく必要があると考えているu学習の
転移は知識 ･技能の暗記では起こらない.知識伝
達理 u)授業では活用する力は桁えない｡では､ど
んな授頚をデザインすればよいのかo活用する知
職･技能とそれを活用できるようにするアイデア
を多くの単元で明確にし､授業を展的する中で子
ども自らそれらを意識 し課堪解決所動が行える
ポイン トを今後も探究 していきたいと考えてい
る｡
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